
平成１８年（２００６年）１１月

２

意　見　書
複
数
の
貸
金
業
者
か
ら
多
額
の
債

務
を
負
い
、
返
済
に
苦
し
ん
で
い
る

多
重
債
務
者
は
、
依
然
と
し
て
後
を

絶
た
ず
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
多
重
債
務
者
問

題
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
離
婚
、
児
童

虐
待
、
犯
罪
等
を
引
き
起
こ
す
要
因

と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
極

め
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

銀
行
の
約
定
貸
付
金
利
が
こ
こ
数

年
来
２
％
以
下
で
あ
る
状
況
の
中
、

出
資
法
で
規
定
す
る
上
限
金
利
（
年

２９
・
２
％
）
が
異
常
な
高
金
利
で
あ

る
こ
と
は
、
利
息
制
限
法
の
制
限
金

利
を
超
え
る
金
利
を
有
効
と
す
る
貸

金
業
規
制
法
第
４３
条
の
「
み
な
し
弁

済
規
定
」
の
存
在
と
相
ま
っ
て
、
貸

金
業
者
に
よ
る
高
利
な
貸
付
け
を
助

長
し
、
多
重
債
務
者
問
題
発
生
の
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
出
資
法
で
は
、
日
賦
貸

金
業
者
及
び
電
話
担
保
金
融
に
つ
い

て
、
年
５４
・
７５
％
と
い
う
さ
ら
に
高

利
な
特
例
金
利
を
定
め
て
い
る
が
、

社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

そ
の
特
例
を
認
め
る
必
要
性
は
希
薄

と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
現
在
、
国
で
は
、

貸
金
業
制
度
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

審
議
し
て
お
り
、
出
資
法
の
上
限
金

利
を
見
直
す
と
し
て
い
る
。

出
資
法
及
び
貸
金
業
規

制
法
の
改
正
に
関
す
る

意
見
書

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
出
資

法
等
の
改
正
に
当
た
り
、
経
済
的
弱

者
の
立
場
に
お
か
れ
た
人
々
を
暴
利

か
ら
保
護
し
、
多
重
債
務
者
問
題
を

根
絶
す
る
と
い
っ
た
観
点
に
立
っ

て
、
下
記
の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

記

１．

出
資
法
第
５
条
の
上
限
金
利
を

利
息
制
限
法
第
１
条
の
制
限
金
利
ま

で
引
き
下
げ
る
こ
と
。

２．

貸
金
業
規
制
法
第
４３
条
の
い
わ

ゆ
る
「
み
な
し
弁
済
」
規
定
を
廃
止

す
る
こ
と
。

３．

出
資
法
に
お
け
る
日
賦
貸
金
業

者
及
び
電
話
担
保
金
融
に
対
す
る
特

例
金
利
を
廃
止
す
る
こ
と
。

４．

少
額
・
短
期
の
貸
し
付
け
、
上

限
金
利
を
上
乗
せ
す
る
特
例
措
置
を

導
入
し
な
い
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
１８
年
９
月
２２
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先
　
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議

長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・

法
務
大
臣
・
金
融
担
当
大
臣
　
　

１
分
１
秒
を
争
う
救
急
医
療
の

軛
切
り
札
軋
と
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
全
国
配
備
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
特
に
近
年
、
医
師
の
偏
在
や
不

足
が
重
大
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
患

者
が
ど
こ
に
い
て
も
短
時
間
内
に
治

療
や
搬
送
を
行
う
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

配
備
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。日

本
の
現
状
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

広
く
普
及
し
て
い
る
欧
米
諸
国
と
比

べ
る
と
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
１
９
７
０
年
に
世
界
に
先

駆
け
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
し
た

ド
イ
ツ
で
は
、
そ
の
後
２０
年
間
で
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
を
約
３
分

の
１
に
ま
で
劇
的
に
減
少
さ
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
岳
地
帯
が
多
い
ス

イ
ス
で
は
、
国
内
ど
こ
へ
で
も
概
ね

１５
分
以
内
に
医
師
を
乗
せ
た
ヘ
リ
を

現
場
に
派
遣
し
て
、
治
療
行
為
を
開

始
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
で
は
平
成
１３
年
度

か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
促
進
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現
在
、

岡
山
、
静
岡
（
２
機
）、
千
葉
、
愛

知
、
福
岡
、
神
奈
川
、
和
歌
山
、
北

海
道
、
長
野
の
９
道
県
１０
機
の
運
行

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
導
入
が
進

ま
な
い
要
因
の
一
つ
は
、
運
営
主
体

と
な
る
都
道
府
県
や
病
院
の
過
重
な

財
政
負
担
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
救
急
救

命
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
の
全
国
配
備
を
推
進
す
る
た

め
に
、
財
政
基
盤
の
確
立
を
含
め
て

体
制
整
備
に
必
要
な
措
置
を
図
る
、

下
記
事
項
を
含
め
た
新
法
の
制
定
を

強
く
求
め
ま
す
。

記

１．

国
と
都
道
府
県
の
責
務
を
明
記

す
る
こ
と
。

２．

国
が
整
備
に
必
要
な
経
費
を
補

助
す
る
こ
と
。

３．

運
行
費
を
支
給
す
る
な
ど
財
政

安
定
化
を
図
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
１８
年
９
月
２２
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先
　
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議

長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・

財
務
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
会
委
員

長
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
家
族
像
の

変
容
が
進
む
中
で
、
介
護
保
険
は
介

護
を
必
要
と
す
る
者
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
を
支
え
る
家
族
や
地
域
に
と

っ
て
も
、
ま
す
ま
す
重
要
な
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
介
護
保
険
制
度
の

普
及
・
定
着
と
介
護
を
受
け
る
高
齢

者
の
増
加
に
よ
り
、
介
護
保
険
給
付

費
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要

介
護
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
介
護

予
防
に
重
点
を
置
き
、
軽
度
の
要
介

護
者
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
内
容
を
再
編

し
、
ま
た
食
費
や
光
熱
水
費
・
居
住

費
を
自
己
負
担
化
す
る
こ
と
等
、
財

政
に
対
す
る
社
会
保
障
関
係
費
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
介

護
保
険
法
改
正
が
昨
年
行
わ
れ
ま
し

た
。介

護
保
険
を
持
続
可
能
な
制
度
と

す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
わ
が
国
が

迎
え
る
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、

国
民
が
安
心
・
安
定
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス

水
準
を
低
下
さ
せ
、
新
た
な
自
己
負

担
の
導
入
に
よ
っ
て
介
護
保
険
が
使

い
づ
ら
い
も
の
と
な
っ
て
は
、
介
護

保
険
制
度
創
設
の
主
旨
を
大
き
く
損

ね
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

制
度
を
運
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

法
改
正
の
際
に
示
さ
れ
た
諸
々
の
懸

念
を
払
拭
し
つ
つ
、
介
護
保
険
制
度

の
信
頼
を
高
め
て
ゆ
く
こ
と
が
肝
要

で
す
。

よ
っ
て
本
議
会
は
、
介
護
保
険
制

度
の
安
定
と
充
実
の
た
め
に
、
次
の

事
項
を
含
む
施
策
の
早
急
な
実
施
を

行
う
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

記

１．

新
予
防
給
付
等
改
正
法
の
実
施

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
生
活
利
便
が
後
退
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
運
用
の
実
態
を
検
証

し
、
必
要
な
見
直
し
を
図
る
こ
と
。

２．

税
制
改
正
に
伴
う
介
護
保
険
利

用
者
負
担
の
増
加
、
年
金
給
付
水
準

の
引
き
下
げ
等
、
現
在
の
高
齢
者
の

生
活
状
況
を
勘
案
し
、
過
度
な
利
用

者
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
１８
年
９
月
２２
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会
　

提
出
先
　
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議

長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・

厚
生
労
働
大
臣

現
在
、
草
加
警
察
署
が
管
轄
し
て

い
る
地
区
は
、
草
加
市
と
八
潮
市
で

あ
り
ま
す
。

本
年
９
月
１
日
現
在
で
の
草
加
市

の
人
口
は
２３
万
８
９
０
９
人
、
八
潮

市
の
人
口
は
７
万
７
８
７
６
人
。
合

計
で
３１
万
６
７
８
５
人
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
特
に
、
昨
年
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
が
開
通
し
た
八
潮
市
に
於

い
て
は
、
平
成
１６
年
の
同
月
に
比
べ

て
１
６
０
９
人
増
加
し
て
お
り
、
今

後
も
更
に
人
口
が
流
入
し
、
増
え
て

い
く
事
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
が「
安
心
・
安
全
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
て
い
る

中
で
、管
内
に
新
た
な
駅
が
誕
生
し
、

急
速
的
に
発
展
す
る
事
が
予
想
さ
れ

る
八
潮
駅
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の

治
安
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
必
須

の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
為
の
警
察
署

の
新
設
も
強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

警
察
署
の
設
置
に
対
す
る
基
準
と

し
て
、
人
口
１５
万
人
に
１
警
察
署
と

い
う
事
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
草

加
警
察
署
が
管
轄
す
る
２
市
の
人
口

は
、前
述
の
通
り
３１
万
６
７
８
５
人
。

管
内
の
「
安
心
・
安
全
」
の
基
本
で

あ
る
治
安
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

警
察
署
を
新
設
す
る
事
は
必
然
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
の
交
通
事

故
の
死
傷
者
数
は
、
県
内
３９
警
察
署

中
、ワ
ー
ス
ト
１
位
で
あ
り
、そ
の
他
、

自
動
車
の
窃
盗
や
青
少
年
の
犯
罪
も

看
過
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

八
潮
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
地
域
住
民
の
「
安
心
・
安
全
」

を
守
る
た
め
に
、
草
加
警
察
署
管
内

に
新
た
な
警
察
署
を
新
設
す
る
事
を

強
く
求
め
ま
す
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
１８
年
９
月
２２
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会
　

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大

臣
・
埼
玉
県
知
事
・
埼
玉
県
警
察
本

部
長
・
埼
玉
県
草
加
警
察
署
長

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
全
国

配
備
へ
新
法
制
定
を
求

め
る
意
見
書

介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
関
す
る
意
見
書

草
加
警
察
署
管
内
に
警
察

署
を
新
設
す
る
意
見
書

用
語 

意
見
書
と
は 

　
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関

す
る
事
件
に
つ
い
て
当
該
議
会

の
一
機
関
と
し
て
の
意
思
を
意

見
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

定
例
会
の
最
終
日
に
次
の
意
見

書
（
議
員
提
出
議
案
）
を
上
程
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書
は
、
内
閣
総
理

大
臣
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
送
付

し
ま
し
た
。


